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ツヤオオズアリ概説 

 

       寺山 守 

 

 IUCN(国際自然保護連合)の侵略的外来種ワースト 100 にリストされている種で，生

態系に大きな影響を与える侵略性の高い種である(Holway et al., 2002)．ただし，日本

では外来生物法の特定外来生物の指定対象にならなかった経緯があり，現在の生態系被

害防止外来種リストにも入っていない．本種は，アフリカ原産と言われており

（Illingworth, 1917; 論拠は弱い），現在，世界的に分布を広げ，ヨーロッパ南部，ア

ジア地域からオーストラリア，太平洋諸島，南北アメリカの熱帯域から温帯域にかけて

侵入，定着している．学名は Pheidole megacephala (Fabricius, 1793)で，種限定語は

兵アリの大きな頭部に由来する．英名では ”big-headed ant”あるいは ”African 

big-headed ant”と呼ばれている．働きアリに大小二型があり，小型の働きアリは体長

2mm 程度，兵アリ（大型働きアリ）は体長 3-4 mm で，頭部はつやつやと黒光りをし

ている． 

 

ツヤオオズアリ Pheidole megacephala (Fabricius, 1793)の働きアリと兵アリ． 

         （写真：久保田敏） 
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 生態と分布拡大 

 多女王制で巨大なコロニーを形成し，分巣で増殖する．羽化した新女王は巣内で交尾

を行い，そのまま巣内に留まり産卵を始める(Hölldobler & Wilson 1990; Wilson, 2003)．

女王は一ケ月に約 300 卵を産む．卵期は 13-32 日，幼虫期は 23-29 日，蛹期は 10-20

日程度である．26-27℃の条件下で，小型働きアリは 34-38 日で羽化すると言う報告も

ある(Chang, 1985)．また，小型働きアリの寿命は 21℃で 78 日，27℃で 38 日と言う

報告がある(ISSG, 2009)．本種は昼夜を問わず巣外での活動が見られる．都市域や海岸

等の乾燥した環境に多く生息するが，自然環境への侵入も見られ，優占種となることが

ある． 

 18 世紀から 19 世紀中に船荷に付帯して世界に分布を広げた模様で，ハワイへは 19

世紀中には侵入している(Wilson & Taylor, 1967)．北米のバミューダ島には 20 世紀初

頭に侵入(Lierburg et al., 1975)，メラネシアのフツナ島及びウォリス諸島は戦後に侵入

を受けている(Wilson & Hunt, 1967)．グァム島は戦前に詳しいアリの調査が実施され

ており，その結果から 1936 年には生息していないと判断できよう．しかし，1994 年

の調査では生息が認められた(Swezey, 1936; 寺山・酒井, 2005)．現在，アフリカでは

海岸地域を中心に広く分布し，マダガスカルやアラビア半島，さらにヨーロッパ南部に

侵入している．アジア地域では東南アジアから東アジアの各国で見られ，ニュ―ギニア，

オーストラリア，ニュージランドに生息している．太平洋諸島でも多くの島々で見られ，

新世界では北米南部，中米から南米に定着している(Bertrlsmeier et al., 2012)． 

 

 被害 

 多くの昆虫やクモ類等の無脊椎動物を襲い，生態系に深刻な影響をもたらす．本種の

侵入によって，絶滅したあるいは個体群密度を著しく低めた動物の例は多い(Holway, 

et al., 2002 に一覧表有り)．在来の他種アリとも競合し，排除，駆逐する．また，本種

は雑食性で，種子を餌として運ぶ直接的効果や，アブラムシやカイガラムシ類を保護す

ることによる間接的な効果により，農作物へ被害をもたらす．半翅目昆虫を保護するこ

とにより作物が被害を受ける例は，オーストラリア，ハワイ，ニューギニア，アフリカ

等世界中から報告されており，さらにこれらの吸汁性昆虫の増大により，作物にウイル

ス病が蔓延する例も報じられている(Dejean et al., 1997; Dejean et al., 2000)．タンザ

ニアとソロモン諸島では，ツムギアリ属 Oecophylla のアリがカカオの害虫を天敵とし

て駆除していたが，本種が侵入し，このアリを駆逐したために，カカオの害虫が増大し，

作物に被害が出ている(Oswald, 1991; Stapley, 1973)．その一方で，本種の高い捕食性
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により，鱗翅目幼虫のような農作物害虫が減少したと言った報告もある．その他，電話

線や電機の配線が本種によって齧られることによる通信被害も知られている．同様に，

ハワイではサトウキビ畑に設置された送水ホースが本種に齧られる被害が出ている． 

 

 日本の分布と生態系への影響 

 日本では 1973 年の沖縄諸島瀬底島からの記録が本種の初出となる(Sonobe, 1973)．

1970 年代では本種の分布は沖縄本島までで，奄美諸島には見られなかった．奄美諸島

への侵入は本種の分布状況から比較的近年と推定され，奄美大島，徳之島，沖永良部島

ともに局所的に分布している．ただし与論島では海岸部ですでに優占種となっており，

近年急速に個体群密度を増大させつつある．本種は乾燥した場所に多く見られ，海岸付

近や都市域の公園等で他のアリを撃退し，生態撹乱が危惧されている． 

 南大東島では，現在本種が最優占種となっている（大西他, 2011; 諏訪部他，2016）．

琉球列島の他地域では地上活動性であるが，本島では樹上にまで活動範囲を広げている．

本島には樹上性の固有種ダイトウオオアリ Camponotus daitoensis が記録されている

が，2009 年，2010 年の調査では全く発見されず(大西他, 2011)，その後も記録のない

状態で今日に至っている．ツヤオオズアリにより絶滅させられた可能性もある．宮古島

では海岸を中心に，島全域が本種の１つの巨大コロニーから成り立っていることが判明

している(大西他，2007; 大西, 2009)．小笠原諸島では，火山列島の硫黄島に生息する

他(寺山・久保田, 2002)，2000 年に小笠原群島の父島(清瀬)から初めて報告されたが(髙

橋他, 2000)，その後著しく分布を拡大させ，さらに母島にも侵入した．母島の自然林で

は，小型の陸産貝類が本種の捕食により甚大な被害を受けていることが判明した

(Uchida et al., 2016; 内田他，2016)．海外では，本種の捕食や競合，駆逐により，無

脊椎動物を中心に多くの種に深刻な被害が出ており(Holway, et al., 2002)，小笠原諸島

においても陸産貝類以外にも多くのグループで被害が生じている可能性がある．本種は

撹乱環境のみならず，自然林内にも入り込み，優占種となることが知られている．小笠

原諸島や大東諸島のような固有種が多く見られ，かつぜい弱な海洋島は，とり分け本種

の侵入による生態系への影響が心配される． 

  科学委員会(2016)は，小笠原諸島に侵入したツヤオオズアリの拡散を防ごうとする

対応指針を公表している．しかし，このような侵略性の高い本種がすでに東京都本土の

中央区月島から発見されている(Sakamoto et al., 2016; 環境省, 2017)．この記録は

2014 年 10 月の調査によるもので，かつ船舶による小笠原からの侵入の可能性が高いと

している．本種については品川区での生息も確認しており，本種がすでに東京都本土内

の複数地域に定着している可能性が高く，生息状況の詳細な調査が必要であると判断す
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る．北海道札幌市では，おそらく園芸植物に付帯して運ばれて来た本種がビルの中で発

見されている(寺山他，2014)．ヨーロッパの英国やデンマークでも植物とともに運ばれ

て来た本種が温室内で発見されている(Collingwood, 1979)． 
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